
　
　
　

解
題

　
令
和
二
年
十
月
に
当
館
に
寄
贈
さ
れ
た
深
澤
多
市
関
連
史
料
の
う
ち
、
払
田
柵
跡
に

関
わ
る
史
料
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
昭
和
五
年
　
拂
田
柵
址
研
究
」
と
墨
書
さ
れ
た

Ｂ
４
版
の
箱
の
中
に
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
は
、
深
澤
宛
の
書
簡

一
〇
七
通
（
一
通
だ
け
は
大
山
順
造
宛
）、
昭
和
五
年
度
秋
田
考
古
会
総
会
出
欠
葉
書

八
六
通
、
払
田
柵
跡
実
測
平
面
図
・
新
聞
記
事
・
秋
田
考
古
会
誌
払
田
柵
址
号
関
連
史

料
・
写
真
・
絵
葉
書
・『
指
定
史
蹟
払
田
柵
址
』（
昭
和
六
年
刊
）
な
ど
三
〇
点
が
あ
る
。

本
稿
は
、
本
誌
第
４
９
４
９
号
に
掲
載
以
外
の
中
か
ら
払
田
柵
跡
と
秋
田
考
古
会
及
び

『
秋
田
考
古
会
会
誌
第
二
巻
四
號
（
拂
田
柵
址
號
）』
に
関
す
る
史
料
の
一
部
を
翻
刻
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
翻
刻
に
お
い
て
秋
田
県
立
博
物
館
の
新
堀
道
生
氏
に
協
力
し
て
い
た
だ
い

た
。

　
　
　
凡
例

○
年
月
日
は
消
印
の
も
の
を
基
本
と
し
、
そ
の
順
に
史
料
を
配
列
し
た
。

○
見
出
し
は
ゴ
シ
ッ
ク
で
表
記
し
た
。

○�

改
行
は
基
本
的
に
は
原
文
の
通
り
と
し
た
。
た
だ
、
挿
入
文
が
あ
っ
た
場
合
は
そ
の

ま
ま
そ
の
箇
所
に
挿
入
し
て
い
る
。
ま
た
、
原
文
と
異
な
る
改
行
の
も
の
も
あ
る
。

（
18
　
和
田
喜
八
郎
、27
　
藤
原
相
之
助
、33
　
片
岡
謹
也
手
紙
　
及
び
手
書
き
メ
モ
）

○
旧
字
体
や
繰
り
返
し
符
号
は
そ
の
ま
ま
に
し
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
し
た
。

○
判
読
不
明
の
文
字
は
●
と
し
た
。

○�

誤
字
と
思
わ
れ
る
も
の
や
棒
線
で
訂
正
さ
れ
た
も
の
に
は
右
横
に
「
マ
マ
」
と
記
し
、

疑
問
が
残
る
も
の
は
「
カ
」
と
付
記
し
た
。

○�

欄
外
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の
や
行
間
に
書
か
れ
て
あ
る
も
の
な
ど
注
釈
が
必
要
な
場

合
は
に
は
※
を
つ
け
て
そ
の
都
度
注
釈
を
つ
け
た
。

１　

昭
和
五
年
五
月
十
日　

復
命
書
下
書
き

　
　
　
　
　
復
命
書

仙
北
郡
高
梨
村
拂
田
柵
阯
實
査
ニ
付
復
命
ス
ル
コ
ト

左
ノ
如
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
史
蹟
調
査
員

　
昭
和
五
年
五
月
十
日
　
　
　
　
　
　
深
澤
多
市

　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
知
事
　
菊
地
慎
三
殿

　
五
年
四
月
二
十
五
日
同
行
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
学
博
士
　
　
　
喜
田
　
貞
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
生
　
　
　
　
室
谷
　
精
四
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縣
史
蹟
調
査
員
　
大
山
　
宏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
手
中
學
校
　
　
細
谷
　
則
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
南
新
報
主
筆
　
大
山
　
順
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
郷
町
　
　
　
　
後
藤
　
寅
之
助

　
　
当
日
ハ
雨
天
ナ
リ
シ
ヲ
以
テ
單
ニ
地
形
ヲ
大
観
シ
タ
ル
ニ
過

　
　
キ
ス

　
　
　
　
　
記

　
　

［
翻
刻
］
深
澤
多
市
払
田
柵
跡
関
連
史
料
２

渡
部　

猛*　
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一
掘マ
マ

田
柵
阯
ニ
関
ス
ル
實
況
并
観
察
ハ
六
郷
町
後
藤
寅
之
助

　
氏
ガ
秋
田
魁
新
報
ニ
發
表
シ
タ
ル
記
事
及
大
山
順
造
氏
ノ
秋
南
新
報
ニ
於
テ
發
表
シ

タ
ル
記
事
ト
略
ホ
同
感
ナ

　
リ
但
後
藤
氏
ガ
該
柵
阯
ヲ
以
テ
荒
川
太
郎
武
貞
ノ
據
レ

　
ル
所
ナ
ラ
ン
ト
ノ
推
定
ニ
ハ
賛
意
ヲ
表
ス
コ
ト

　
能
ハ
ス

一
柵
阯
ト
認
ム
ル
内
外
ヨ
リ
祝
部
土
器
ヲ
出
土
シ
タ

　
ル
コ
ト
ハ
大
正
十
二
年
ニ
予
ハ
仙
北
郡
畑
屋
村
髙

　
橋
徳
治
郎
氏
ガ
所
蔵
品
ニ
依
リ
テ
之
ヲ
實
見
シ
同

　
十
三
年
該
掘マ
マ

田
柵
阯
ノ
概
況
ヲ
聞
キ
和
名
類
聚
鈔

　
塔
甲
郷
ノ
本
郷
タ
ル
ヘ
シ
ト
ノ
コ
ト
ヲ
仙
北
新
報

　
ニ
發
表
シ
タ
リ
今
モ
尚
其
ノ
説
ヲ
改
メ
ネ
ム
ル
コ
ト
能
ハ
ス

一
掘マ
マ

田
柵
阯
ハ
令
義
解
軍
防
令
ニ
所
謂
「
人ヒ
ト

居ヰ

」
ニ

　
シ
テ
「
守
固
ノ
城
」
ニ
ア
ラ
ス
ト
判
断
セ
ル
コ
ト
ニ
関

　
シ
テ
ハ
何
人
モ
異
議
ナ
カ
ル
ヘ
シ

一
「
城
」
モ
「
柵
」
モ
古
ク
一
様
ニ
「
キ
」
と
訓
ミ
シ
ハ
其

　
ノ
工
作
物
ノ
目
的
ヲ
同
フ
セ
ル
ヨ
リ
ノ
コ
ト
ナ
ル

　
ヘ
シ
但
シ
城
ハ
義
解
ノ
註
ニ
ア
ル
如
ク
「
高
レ
土
以

　
為
二
堡
墇
一
」
ト
見
ル
如
ク
柵
ノ
木
ヲ
以
テ
ス
ル
ト
其

　
ノ
工
作
法
ヲ
異
ニ
シ
タ
ル
ハ
謂
フ
マ
テ
モ
ナ
シ

一
説
文
ニ
柵
ヲ
解
シ
テ
「
編
二
堅
木
一
也
」
ト
ア
リ
柵
ノ

　
構
造
ヲ
知
ル
ヘ
シ
又
木
ヲ
立
テ
丶
貫
ヲ
通マ
マ

シ
設
ヘ
冠
木

　
ヲ
見
セ
タ
字
形
ヨ
リ
モ
之
ヲ
推
定
ス
ヘ
ク
北
方
民

　
族
ノ
来
侵
ヲ
防
禦
ス
ル
支マ

那マ

漢
人
ノ
工
作
物
タ
ル
ヘ

　
キ
ハ
秦
始
皇
ノ
萬
里
ノ
長
城
以
前
ニ
長
柵
ガ
ア
ッ

　
タ
ト
説
ア
レ
今
テ
モ
蒙
古
地
方
ニ
長
柵
ノ
ア
ル
ニ

　
依
リ
テ
想
像
セ
ラ
ル
要
ス
ル
ニ
和
人
ノ
蝦
夷
ニ
對

　
ス
ル
漢
文
化
移
入
ノ
片
鱗
ナ
ル
ヘ
シ

一
掘マ
マ

田
柵
阯
北
方
ニ
ハ
一
帯
ニ
堅
木
バ
カ
リ
デ
ナ
ク
横
木
モ

　
積
ミ
重
ネ
テ
ア
ッ
タ
云
フ
コ
ト
ハ
予
ハ
實
物
ニ
接
シ
テ
ナ
イ
カ

　
ラ
未
タ
賛
意
ヲ
表
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ス
按
ス
ル
ニ
三

　
代
實
録
元
慶
五
年
紀
ニ
蝦
夷
叛
乱
ノ
ト
キ
ノ
焼
盗

　
物
件
ノ
中
ニ
「
城
柵
櫓
」「
墎
柵
櫓
」
ナ
ト
ノ
文
字
ア
リ

　
此
等
ニ
類
ス
ル
モ
ノ
丶
遺
構
ニ
ア
ラ
サ
ル
カ
記
シ

　
テ
疑
ヲ
存
ス

一
掘マ
マ

田
柵
阯
中
央
ノ
山
上
北
方
ニ
面
シ
タ
ル
処
ニ
縄

　
文
土マ

器マ

ト
石
器
ア
リ
ト
謂
フ
果
シ
テ
事
實
ナ
ラ
ハ

　「
ア
イ
ヌ
」
ノ
「
チ
ヤ
シ
」
ト
観
察
ス
ル
ヨ
リ
モ
柵
全
盛
當

　
時
ノ
「
柵キ

城
養カ
フ

蝦ノ

夷カ
イ

」
ノ
遺
物
ト
見
ル
方
或
ハ
肯
綮

　
ニ
中
ラ
サ
ル
カ
記
シ
テ
先
輩
ノ
教
ヲ
乞
フ

一
柵
北
ノ
或
地
点
ヨ
リ
古
代
瓦
ヲ
出
土
ス
ル
ト
云
フ

　
未
タ
一
片
ヨ
リ
實
見
シ
ナ
イ
カ
ラ
断
定
ス
ル
コ
ト
出

　
来
サ
ル
モ
或
ハ
四
天
王マ

寺マ

ノ
類�

北
方
守
護
ノ
毘
舎
門
天
ナ
ト
ヲ
祭
レ
ル
寺
ナ
ト
ノ

屋
瓦
ニ
ア
ラ

　
サ
ル
カ
尚
疑
ヲ
存
シ
テ
置
ク

一
以
上
の
事
實
ト
理
由
ニ
依
リ�

平
安
時
代
前
後
ニ
於
ケ
ル
蝦
夷
ニ
對
ス
ル
防
備
ト
シ

テ
ノ
史
蹟
ト
シ
テ
最
モ
有
意
義
ノ
モ
ノ
ニ
属
ス
適
当
ノ
場
所
ヲ
撰
定

　
シ
テ
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
ニ
依
リ
指
定

　
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
價
置
モ
亦
充
分
ナ
リ
ト
思
考
ス

　
今
細
説
ヲ
省
ク

一
尚
ホ
喜
田
博
士
ノ
説
ニ
依マ

マ

レ
ハ
柵
ノ
正
南
ニ
南
大

　
門
阯
ア
ル
ヘ
ク
而
枡
形
ナ
キ
カ
又
天
理
教
會
前
ノ
石
垣
モ
昔
時
ノ
工
作
物

　
ト
思
フ
故
調
査
セ
ラ
レ
タ
シ
ト
イ
コ
ト
ヲ
嘱マ
マ

シ
テ
帰
レ
リ
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２　

年
不
明　

五
月
二
十
一
日　

藤
井
東
一　

手
紙
　
※
封
筒
な
し
　

　
　
　
　
※
内
容
か
ら
み
る
と
昭
和
五
年
と
考
え
ら
れ
る
　

御
端
書
拝
見
仕
り
候
　
史
蹟

保
存
之
件
ハ
　
宜
敷
　
御
取
計

ひ
願
度
候
　
只
今
之
處
田
ニ
水

を
入
れ
ぬ
内
な
れ
ば
調
査
上
好

都
合
ニ
御
座
候
　
何
分
昔
と
違
ひ

田
地
も
皆
乾
田
化
し
耕
作
上
ニ
邪

魔
か
ら
取
除
か
れ
る
の
と
又
腐
汚マ
マ

の
程
度
も
烈
し
く
土
中
ニ
保
存
す
る

こ
と
は
命
数
の
あ
る
こ
と
ゝ
存
候
間

可
然
保
存
法
を
御
研
究
被
下
一
日

も
早
く
指
定
し
、
位
置
の
標
識
を

せ
ざ
れ
ば
不
明
ニ
相
成
可
申
と
存
候

布
目
瓦
ハ
其
後
　
後
藤
先
生
が

一
個
御
拾
ひ
ニ
な
り
　
昨
日
　
拙
者
別

紙
摺カ

り
の
如
き
変
形
を
拾
得

い
た
し
候
　
武
藤
鐵
城
氏
も
御
拾
ひ

な
さ
れ
た
る
こ
と
も
事
実
か
と
肯
か

れ
申
候

南
大
門
の
こ
と
ハ
未
だ
拙
者
と
し
て

ハ
想
像
付
か
す
候
　
柵
ハ
森
の
グ
ル

リ
ニ
廻
り
あ
り
　
其
位
置
ハ
露
頭

ニ
よ
り
方
向
測
定
実
地
を
堀マ

マ

り

當
て
全
部
を
確
定
願
候

南
門
の
位
置
ハ
頗
る
疑
問
ニ
有
之
候

何
れ
ニ
し
而
も
前
述
之
好
く
堀マ

マ

り
取
り

腐
汚マ

マ

等
ニ
よ
り
て
位
置
不
明
ニ
な

り
て
ハ
誠
ニ
困
る
こ
と
ゝ
存
候
間
　
我

々
の
記
臆
の
あ
る
内
ニ
標
識
を
立

て
る
様
御
取
計
ひ
被
下
度
候

保
存
法
ニ
就
て
も
愚
見
を
有
し

居
り
候
間
　
何
れ
御
面
接
之
際

ハ
開
供
可
仕
候

陶
土
師
之
如
き
ハ
森
の
グ
ル
リ
の

田
の
中
ニ
破
片
充
満
い
た
し
居
り
候

縣
の
方
へ
御
取
り
な
し
と
　
当
所
御
研
究

な
れ
ば
何
時
ニ
而
も
御
出
被
下
度
候

へ
ば
御
便
宜
御
取
計
ひ
可
申
候

間
　
御
遠
慮
な
く
御
出
被
下
度
候

右
申
上
願
取
計
御
願
上
候
　
　
　
敬
具

　
五
月
廿
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
東
一
拝

深
澤
多
市
様

　
　
　
　
　
　
上
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３　

昭
和
五
年
五
月
二
十
一
日　

藤
井
東
一　
　

封
書
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
※
藤
井
東
一
作
製
の
地
図
に
渡
部
が
書
き
込
み
し
た
も
の

４　

昭
和
五
年
五
月
二
十
三
日　

藤
井
東
一　
　

封
書
　
　
　
　

謹
啓
　
初
夏
之
砌
益
々
御
清
祥
奉
賀
候

御
参
考
ま
で
に
拂
田
柵
址
畧
圖
面
壱
枚
差
上
申
候

素
人
作
の
こ
と
に
て
甚
だ
拙
き
も
の
に
有
之
候

１
乃
至
４
ま
で
は
　
露
頭
及
測
定
実
地
を
堀マ
マ

り
て
確
か
め
た
る

も
の
に
有
之
候
　
其
他
　
５
乃
至
８
、９
10
間
　
12
は
　
門
の
出
で
た
る
処

よ
り
　
14
、
１
に
至
る
間
も
確
か
め
た
る
も
の
に
有
之
候

４
よ
り
５
間
も
大
し
た
間
違
な
か
る
べ
く
と
存
候
も
　
尚
北
方
よ
り

柵
が
出
た
話
し
も
有
之
候
　
９
に
接
続
す
べ
き
起
点
は
殆
ん
ど

不
明
に
有
之
候
　
７
よ
り
別
れ
た
る
も
の
か
　
８
よ
り
延
長
し
た
る
や
又
は
８

を
×
点
に
延
長
し
て
更
に
９
に
至
り
た
る
も
の
や
ら
或
は
８
の
附

近
に
門
を
有
し
て
門
よ
り
９
に
至
り
た
る
に
あ
ら
む
や
と
も
被
考
候

10
よ
り
11�

12
の
辺
は
推
定
線
に
間
違
は
殆
ど
な
か
る
べ
く
と
信
じ

申
候
　
何
れ
に
し
て
も
圖
の
如
く
輪
廓
の
柵
に
有
之
候
へ
ば

門
の
位
置
を
御
推
定
被
下
候
様
御
願
申
上
候

南
大
門
　
當
家
正
門
南
と
申
さ
れ
候
も
　
頗
る
疑
問
と
存
候

何
卒
　
御
研
究
被
下
　
合
理
的
の
保
存
方
法
を
　
講
せ
ら
れ

度
　
希
望
致
申
し
候

右
申
上
度
、
余
ハ
拝
容
之
機
に
万
々
申
述
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
五
月
廿
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
東
一

深
澤
多
市
様
上
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５　

年
不
明　

七
月
六
日　

武
藤
一
郎　

出
欠
葉
書
　

　
　
　
　
　
　
※
秋
田
考
古
会
総
会
の
た
め
の
出
欠
葉
書
の
た
め
昭
和
五
年
と
考
え
ら
れ
る

○
考
古
會
々
員
へ
の
通
知
ハ
随
分
面

　
倒
な
り
し
こ
と
と
存
じ
候
　
当
日
ハ
参

　
加
者
も
多
数
な
る
べ
く
　
盛
會
を
予

　
想
し
　
今
よ
り
喜
び
居
り
申
候

○
例
の
本
覚
寺
古
写
経
国
宝
云
々

　
と
新
聞
記
事
に
有
之
候
ハ
　
こ
れ
又

　
慶
賀
の
限
り
に
存
じ
候

○
考
古
會
出
席
仕
る
可
く
候
　

６　

昭
和
五
年
九
月
三
日　

武
藤
一
郎　

葉
書

拝
啓
　
拂
田
柵
阯
号
来
月
末
日
締
切

ハ
　
結
好
と
存
じ
候
　
考
古
會
本
来
の
意

義
か
ら
し
て
も
追
々
消
滅
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る

遺
蹟
遺
物
に
就
て
の
詳
細
の
描
写
は

尤
も
必
要
の
こ
と
か
と
存
ぜ
ら
れ
候
　
今
度
の

柵
阯
号
も
此
点
に
重
き
を
置
く
必
要
あ
る

こ
と
と
覚
え
候
　
考
證
な
ど
は
其
人
其
人
の

考
に
よ
る
こ
と
に
て
第
二
義
と
思
は
れ
候

吉
村
氏
へ
の
感
謝
状
　
何
卒
貴
下
に
於
て
草
案

下
さ
れ
小
生
迄
御
送
り
下
さ
れ
度
願
上
候

７　

昭
和
五
年
九
月
九
日　

藤
原
相
之
助　

葉
書

御
清
祥
賀
申
上
ま
す
　
過
般
　
後
藤
宙
外
先
生
の
拂
田

柵
址
に
関
す
る
ラ
ヂ
オ
放
送
を
聞
き
、
老
生
卑
見
を
記
し
ま
し

て
目
下
　
河
北
紙
上
に
　
掲
け
て
　
居
ま
す
が
　
元
よ
り
素
人
了
簡
に

過
さ
る
た
め
、
河
北
紙
ノ
は
誤
植
も
多
く
又
部
分
的
に
　
前
後

し
て
も
居
り
ま
す
か
ら
、
若
し
老
生
の
卑
見
で
も
、
貴
誌

に
御
登
載
の
價
値
が
あ
る
と
御
思
慮
な
ら
ば
、
校
訂
を

か
へ
て
差
上
け
ま
す
　
い
つ
れ
と
も
御
下
命
を
待
ち
ま
す

　
　
　
尚
老
生
の
事
　
●
●
の
●
一
昨
年
河
北
社
を
退
き

　
　
　
●
何
の
●
の
願
下
さ
る
　
●
高
●
の
學
慮
に
断

　
　
　
て
居
り
ま
す
　
御
出
張
の
御
序
も
あ
ら
ば
御
立
寄
を
願
ま
す

８　

昭
和
五
年
九
月
九
日　
　

柴
田
熊
蔵　

葉
書

拝
呈
其
後
は
一
向
御
無
沙
汰
仕
り
失

礼
致
候
　
さ
て
考
古
會
雑
誌
に
拂
田
柵
号

叢
刊
の
由
　
誠
に
結
構
と
存
じ
候
私
は
未
た

同
柵
実
査
せ
る
事
な
く
遺
憾
に
存
じ
居
候

本
年
五
月
三
日
の
魁
紙
聞
に
發
表
せ
る
僕
の

「
拂
田
古
柵
を
地
理
上
よ
り
観
て
」
を
掲
載
の
価
値

あ
ら
ば
宜
し
く
御
願
申
度
存
候
　
先
は
一
筆

何
れ
其
中
に
御
高
見
　
拝
聴
仕
度
存
居
り
候

　
　
九
月
九
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓
首
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９　

昭
和
五
年
九
月
十
三
日　
　

藤
原
相
之
助　

葉
書

貴
命
に
よ
り
草
稿
を
別
封
で
差
上
げ
ま
し
た
．
素
人
流
の

独
断
で
、
も
の
に
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
．
そ
の
際
は
御
遠
慮
な
く
登

載
御
見
合
せ
の
上
、
御
手
数
乍
ら
御
返
附
を
願
上
ま
す
．
又
若
し
御
登

載
の
場
合
に
は
、
原
稿
が
乱
筆
（
目
が
重
複
視
で
す
）
で
す
か
ら
、
活
字
の

方
で
誤
ま
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
．
ど
う
ぞ
校
正
方
ニ
御
入
念
を
願
上

ま
す
．
御
手
紙
に
よ
れ
ば
　
脳
軟
化
の
御
症
の
よ
し
御
大
切
に
な
さ
れ
て

早
く
御
全
癒
の
ほ
ど
を
祈
り
ま
す
　
老
生
は
二
年
餘
り
の
間
全
く

万
事
を
廃
し
ま
し
た
が
　
昨
今
少
し
よ
く
な
つ
て
例
の
癖
と
て
、
出
過

き
こ
と
な
ど
書
く
や
う
に
な
り
ま
し
た
．
当
地
秋
田
人
で
は
千
葉
茂
磴

君
に
時
々
会
ひ
ま
す
　
木
田カ

忠
治
君
な
ど
に
も
お
目
に
か
ゝ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
別
稿
を
郵
便
で
出
さ
せ
ま
し
た
が
、
御
入
手
な
さ
れ
た
な
ら
ば
乍
御
手
数

　
御
一
報
を
願
ま
す
）

10　

昭
和
五
年
九
月
二
十
一
日　
　

藤
井
東
一　

葉
書

謹
啓
　
秋
冷
之
候
　
愈
々
御
清
祥
奉
賀
候

考
古
会
雑
誌
拂
田
柵
址
号
へ
一
般
研
究
者

の
便
に
も
と
『
拂
田
の
柵
址
素
描
』
を
書
き
た
い
と

思
ひ
ま
す
が
御
承
知
の
通
り
不
文
な
の
と
勤
人
の
こ
と
ゝ

て
中
々
暇
も
な
く
て
困
っ
て
ゐ
る
の
で
少
し
遅
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
か
ら
最
極
限
ハ
何
日
頃
ま
で
に
て
よ
ろ
し
く
や

御
手
数
な
が
ら
御
一
報
願
上
ま
す

其
後
の
出
土
品
に
布
目
布マ
マ

　
木
器
　
等
あ
り
　
土
師
器
及
細
巾
の
板
に

文
字
あ
る
も
の
等
　
頗
る
珍
ら
し
き
も
の
も
あ
り
ま
す
　
板
の
文

字
ハ
館
○
○
　
・
・
・
・
丈
け
読
め
ま
す
土
師
ニ
ハ｢

舘｣
｢

厨
家｣

｢

件｣
｢

壽｣
｢

文｣
｢

中｣
｢

生｣
｢

尺｣
｢

　｣
｢

官｣
｢

舎｣

其
他
あ
り
ま
す｢

秀
吉｣

会
費
ハ
近
く
送
り
ま
す
か
ら
眞
澄
号
刊
行
の
際
ハ
御
送
り
を
願
ま
す

11　

昭
和
五
年
九
月
二
十
五
日　

武
藤
一
郎　

葉
書

拝
啓

○
此
度
の
會
誌
一
頁
の
原
價
御
問
合
せ

　
に
候
も
ハ
カ
リ
ヤ
と
　
未
だ
話
合
仕
ら
す
候

　
然
し
何
處
の
店
よ
り
も
　
安
く
勉
強
さ
せ
る

　
考
へ
に
候
　
何
れ
近
く
交
渉
の
上
　
申
上
ぐ
　

　
可
候

○
拂
田
柵
に
就
て
は
原
稿
沢
山
集
ま
る
こ
と

　
に
思
ふ
故
　
小
生
は
此
度
ハ
見
合
せ
致
可
く
候

　
第
一
小
生
は
別
段
研
究
仕
ら
ざ
る
儀
故
。

　
然
し
原
稿
不
足
の
節
は
感
想
位
申
述
へ
て

　
も
宜
し
く
候
。

12　

昭
和
五
年
十
月
二
日　
　

藤
井
東
一　
　

葉
書

別
封
柵
址
往
訪
の
人
名
簿
抜
書
き

送
付
申
上
候
　
取
捨
選
擇
は
先
生
に

御
一
任
申
上
候
間
可
然
御
取
計
ひ
下

さ
れ
度
候

圖
繪
調
製
中
に
候
間
出
来
上
れ
ば
送
附

申
上
べ
く
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
拂
田

　
　
　
　
十
月
二
日
　
　
　
藤
井
東
一
　
拝
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13　

昭
和
五
年
十
月
二
日　

高
橋
治
助　

葉
書

啓
上
　
拂
田
柵
址
調
査
ニ
関
シ
テ
ハ
一
方
ナ
ラ
ヌ

御
配
慮
ヲ
煩
シ
奉
謝
候
　
今
囬
仰
書
面
ヲ

以
テ
御
申
附
ニ
預
リ
候
文
部
省
ヘ

申
請
ノ
件
ハ
昨
日
早
速
ニ
文
部

大
臣
宛
ニ
テ
縣
ヘ
発
送
致
シ
候
エ
は

御
了
承
仰
度
右
御
禮
方
旁
々
御

報
知
申
上
候

末
筆
ナ
カ
ラ
来
ル
五
日
九
時
五
十
分
着

ニ
テ
文
部
大
臣
御
来
村
ノ
●
ニ
其
節
御

繰
合
御
出
被
下
様
希
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

14　

昭
和
五
年
十
月
三
日　
　

武
藤
一
郎　

葉
書

○
拝
啓�����

　
拂
田
号
印
刷
の
件
ハ
カ
リ
ヤ
ヘ
は
小
生
よ
り

　
程
良
ク
話
シ
置
キ
可
申
候
故
別
段

　
御
懸
念
な
く
候
　
御
考
へ
通
り
に
御
願
申
上
候

○
小
生
の
原
稿
ー
ー
到
底
書
く
ひ
ま
な
い

　
様
で
す
か
ら
此
度
は
御
見
逃
し
下
さ
れ
度

　
願
上
候

○
此
間
柴
田
氏
よ
り
ハ
ガ
キ
あ
り
　
皆
様
の
研
究
を

　
拝
見
の
上
で
筆
を
と
る
旨
通
信
有
之
候

○
拂
田
柵
は
可
な
り
の
怪
物
故
意
見
発
表
に
尻
ん
こ
み

　
す
る
方
々
も
有
之
こ
と
と
存
じ
候

15　

昭
和
五
年
十
月
九
日　
　

高
橋
治
助　

葉
書

拝
啓
　
先
般
来
御
配
慮
ニ
預
リ

申
候
　
拂
田
柵
阯
調
査
人
夫
提
供

ノ
件
ハ
文
部
省
ニ
於
テ
必
要
ノ

人
員
ヲ
差
出
ス
ヘ
ク
昨
日
書
面
提
出

致
し
候
ニ
付
御
了
承
仰
度
御
報

告
申
上
候
　
尚
宗
教
局
菅
原

彌
一
郎
様
ヘ
小
生
ヨ
リ
御
通
報

申
上
置
候

右
御
報
告
迄
　
拝
具

16　

昭
和
五
年
十
月
十
日　

藤
井
東
一　

封
書

謹
啓

御
約
束
之
原
稿
ま
と
め
兼
ね
ま
し
た

一
二
日
中
に
は
ま
と
め
る
つ
も
り
で
す
。
「
出
土
品
」
と

「
其
後
の
名
士
踏
査
談
」
と
圖
面
と
対
照
し
て
の
説
明
を
少

々
書
き
た
い
と
思
っ
て
ゐ
ま
す
　
約
三
十
枚
位
ひ
に
な

り
ま
す
　
先
の
日
記
と
重
複
す
る
處
も
あ
り

ま
す
か
ら
　
先
き
の
は
　
単
きカ

来
訪
日

記
ニ
止
め
て
貰
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す

別
紙
圖
面
差
上
け
て
見
ま
す
か
ら
入
れ
る
に
よ
い
様
な

ら
可
成
入
れ
て
下
さ
れ
ば
　
一
般
研
究
者
に
は
都

合
よ
い
事
と
思
ひ
ま
す
　
部
数
の
都
合
で
印
刷
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費
に
多
少
の
代
金
の
関
係
も
あ
る
こ
と
ゝ
思
ひ

ま
す
　
一
般
来
訪
者
の
研
究
者
に
実
費
分
譲

し
て
も
よ
い
か
ら
百
枚
位
ひ
ハ
餘
り
高
く
な
け
れ
ば

小
生
引
受
け
申
候
て
も
よ
ろ
し
く
候

原
稿
は
二
三
日
中
兎
ニ
角
送
り
ま
す
か
ら

入
れ
る
に
よ
い
丈
け
御
撰
擇
の
上
入
れ
て
下
さ
れ

ば
よ
い
の
で
す
か
ら
左
様
御
取
計
ひ
を
願

ま
す

御
約
束
を
違
へ
る
様
で
先
づ
圖
面
丈
け
御

送
り
い
た
し
ま
し
た
　
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
　
願
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
一
拝

深
澤
先
生
　
机
下

17　

昭
和
五
年
十
月　
　

藤
井
東
一　

封
書

　
　
　
　
※
日
不
明

御
端
書
　
拝
見
仕
り
候

過
日
は
考
古
会
雑
誌
御
贈
與
被
下
難
有
奉
存
候

御
申
越
の
考
古
会
誌
原
稿
は
別
に
送
附
申
上
べ
く
候

予
定
の
『
柵
址
素
描
』
は
間
に
合
せ
兼
ね
候
様
に
つ
き

以
前
仙
北
新
報
へ
掲
載
し
た
る
世
に
出
る
ま
で
と
保
存
法
に

つ
い
て
の
記
事
を
補
正
し
て
送
附
致
し
度
候
　
十
日
ま
で

に
は
是
非
差
上
可
申
候

名
士
の
往
訪
日
誌
も
同
時
に
送
附
申
上
べ
く
候

寫
眞
は
差
上
げ
て
置
た
も
の
丈
け
に
候
　
別
ニ
繪
葉
書
二

組
差
上
申
候
　
其
内
関
係
あ
る
も
の
は
「
姥
杉
と
酒
呑
石
」
は

眞
山
頂
上
ニ
あ
る
も
の
「
高
梨
神
社
」
東
北
方
よ
り
見
た
る
眞

山
城
址
は
寫
眞
に
な
か
っ
た
よ
う
で
す
　
若
し
御
参
考
に
入

ら
れ
る
様
な
れ
ば
入
れ
て
下
っ
て
も
よ
ろ
し
く
と
存
候

是
れ
ハ
黒
一
色
　
柵
址
圖
面
を
今
少
し
祥マ

細マ

に
塹マ

濠マ

や
穴
の
位
置
等
其
他

出
来
る
丈
け
委
し
く
し
て
入
れ
度
と
存
じ
候
。
又
別
に
附
近
の
字

等
旧
圖
面
を�

赤�

青�

位
ひ
入
れ
て
一
万
二
千
分
位
　
新
聞
一
頁
位
の

大
さ
に
し
て
入
れ
て
ハ
如
何
か
と
存
じ
申
候
　
印
刷
費
等
の
都
合

も
あ
る
べ
け
れ
ば
御
都
合
御
知
ら
せ
下
さ
れ
度
候

文
部
省
上
田
先
生
御
調
査
に
来
ら
れ
る
由
　
御
尽
力
感
謝
罷
有
候

大
略
の
御
調
査
方
針
が
判
れ
ば
御
洩
し
下
さ
れ
候
へ
ば
好
都
合

に
有
之
候
　
い
ろ
〳
〵
都
合
も
あ
る
こ
と
ゝ
存
じ
申
候

先
づ
は
申
上
度
　
余
ハ
拝
容
之
機
ニ
譲
り
可
申
候
　
敬
具

����������������������������������������

東
一
拝

深
澤
御
老
臺
　
　
玉
机
下

18　

昭
和
五
年
十
月
十
日　

和
田
喜
八
郎　

封
書

先
日
　
御
来
市
の
節
ハ
御
睡
眠
の
時
分
ニ
大
防
害
申
上
候
段
御
免
被
下
奉
願
候
　

既
に
六
日
大
臣
一
行
と
大
館
へ
参
り
栗
盛
財
団
に
至
り
て
菁
莪
先
生
の
自
筆
に
係
る
孝

道
講
説
の
原
本
を
発
見
致
し
候
　
帰
途
終
列
車
に
て
居
ね
む
り
し
た
る
為
め
一
昨
日
よ

り
風
邪
発
熱
に
か
ゝ
り
閉
口
い
た
し
居
り
候
　
尚
　
先
日
御
送
り
申
上
候
金
員
ハ
　
菅

江
真
澄
翁
全
集
第
一
冊
分
に
御
座
候
　
仰
せ
に
従
ひ
考
古
雑
誌
冠マ
マ

頭
巻マ
マ

認
め
候
　
見
分

御
訂
正
の
上
可
然
御
願
申
上
候
　
先
つ
ハ
取
り
急
ぎ
右
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
拝
具

十
月
十
日
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
和
田

深
澤
賢
臺
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
侍
史
　

加
藤
博
士
よ
り
　
英
文
古
語
拾
遺
一
部
寄
贈
ニ
相
成
り
偏
に
御
蔭
に
よ
る
事
と
感
謝
罷

道
路
水
路
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在
り
候

19　

昭
和
五
年
十
月
十
二
日　
　

藤
井
東
一　

葉
書

別
便
を
以
而
原
稿
送
附
申
上
候
間
可
然

御
取
計
ひ
被
下
度
願
上
候

文
字
は
活
字
に
な
き
も
の
を
も
記
入
し
て
あ
る

が
　
其
邊
は
私
通
の
つ
も
り
で
入
れ
た
の
で
す
か
ら

適
当
に
は
ぶ
ひ
て
下
さ
っ
て
も
よ
ろ
し
い
の
で
す

凡
て
御
都
合
で
取
捨
し
て
下
さ
っ
て
よ
ろ
し
い
の
で
す
か
ら

地
圖
は
可
成
入
れ
て
貰
ひ
た
い
も
の
と
思
ひ
ま
す

右
要
件
ま
で
申
上
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
梨
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
東
一

20　

昭
和
五
年
十
月
十
八
日　

藤
井
東
一　

葉
書

御
申
越
之
件
委
細
承
知
仕
り
候

実
物
に
て
頗
る
鮮
明
な
る
も
の
も
有
之
候

間
　
不
鮮
明
之
節
は
土
師
器
に
薄
紙
を
張
り
文
字

を
映
写
し
其
儘
鮮
明
な
る
分
と

共
に
直
接
寫
眞
に
撮
り
て
差
上
度
と
存
候

間
左
様
御
承
知
相
成
度
　
近
く
寫
眞
屋
を

呼
び
相
談
の
上
寫
眞
が
出
来
れ
ば
乾
版
を
差

上
げ
て
銅
版
を
拵
へ
る
方
よ
ろ
し
き
や
と
存
候

上
田
先
生
は
明
日
急
行
に
て
御
出
の
由
に
有
之
候

圖
面
印
刷
之
際
は
百
枚
丈
け
余
分
ニ
印
刷
願
上
候
　
　
匆
々

21　

年
月
日
不
明　

藤
井
東
一　

葉
書

　
　
　
　
※
上
田
三
平
が
調
査
し
て
い
る
の
で
昭
和
五
年
十
月
二
十
日
以
降
と
考
え
ら
れ
る

二
十
日
上
田
先
生
到
着
　
早
速
調
査
ニ
着

手
　
柵
は
全
線
ニ
亘
り
　
二
間
乃
至
三
十
間
宛
数
十
個

所
發
堀マ
マ

　
西
東
南
北
の
門
址
を
發
掘
　
柵
と
門
の
位

置
は
瞭
然
頗
る
壮
観
を
呈
し
て
ゐ
ま
す

御
来
観
を
希
望
い
た
し
ま
す

目
下
観
覧
の
群
衆
が
秋
晴
れ
の
眞
山

長
森
の
周
囲
を
賑
わ
し
て
ゐ
ま
す

詳
細
ハ
見
て
貰
わ
ん
け
れ
ば
　
迚
も
説
明
の
出

来
よマ

マ

う
な
こ
と
ば
か
り
で
す
　
不
取
敢
御
報
ま
で

22　

昭
和
五
年
十
月
二
十
●
日　

和
田
喜
八
郎　

葉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
日
不
明

拝
啓
　
小
生
事
其
後
　
気
管
支
炎
ニ
か
ゝ
り

目
下
欠
勤
療
養
中
に
て
拂
田
に
ハ
ゐ
か
ん
な
か
ら

参
り
か
ね
候
に
つ
き
上
田
博
士
へ
も
何
卒
よ
ろ
し
く

御
願
申
上
候
。
一
昨
日
ハ�

当
校
職
員
四
名
拂
田
へ
出
張

又
明
日
ハ
専
攻
科
生
全
部
職
員
に
引
率
せ
ら
れ

同
地
見
學
の
餘
定
ニ
御
座
候
　
尚
小
生
ノ
病
気
も
経

過
良
好
に
つ
き
御
安
心
被
下
度
奉
願
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　����

　
拝
具
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23　

昭
和
五
年
十
一
月
二
日　

和
田
喜
八
郎　

葉
書

啓
上

　
御
多
祥
の
段
賀
し
上
げ
候
　
二
週
間
前
よ
り

　
病
床
に
臥
し
居
り
上
田
氏
滞
在
中
遂
ひ
に

　
拂
田
柵
を
実
地
踏
査
の
機
會
を
逸
し
残
念
に
存

　
じ
を
り
候

　
考
古
学
會
々
誌
「
拂
田
柵
号
」
は
当
校
郷
土
室

　
用
と
し
て
備
附
致
し
度
く
候
間
　
五
十
部
だ
け

　
余
分
に
印
刷
下
さ
れ
度
く
御
願
ひ
申
上
げ
候

　
右
要
用
の
み
申
上
げ
候

　
　
　
　
　
　
十
一
月
二
日

24　

昭
和
五
年
十
一
月
二
十
一
日　

武
藤
一
郎　

葉
書

御
ハ
ガ
キ
拝
見

新
会
長
就
任
以
来
未
ダ
役
員
ノ

會
合
ノ
機
無
キ
ハ
御
同
様
遺
憾

至
極

御
意
見
ノ
如
ク
秋
ノ
総
會
ハ

ダ
メ
ト
存
ジ
候
　
総
會
見
合
セ

賛
成
ニ
候

　
昭
和
五
年
十
一
月
廿
一
日

25　

昭
和
五
年
十
二
月
六
日　

國
本
善
治　

葉
書

�

會
誌
の
表
紙
の
題
簽
を
木
版
で�

�

作
り
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
如
何
で
せ
う
か
。

�

そ
れ
は
二
円
八
十
銭
位
か
ゝ
り
ま
す
が

�

毎
号
使
へ
る
も
の
に
し
ま
す
。
そ
れ
に
は

�

少
し
細
め
の
行
か
、
草
体
が
宜
し
い
と

�

思
ひ
ま
す
が
若
し
作
っ
て
宜
し
い
様
で
し
た

�

ら
書
い
て
（
お
急
ぎ
）
頂
き
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
寸
法
は
適
宜
で
よ
ろ
し
い

26　

昭
和
五
年
十
二
月
十
七
日　
　

武
藤
一
郎　

葉
書

拝
啓
御
手
紙
拝
見
仕
り
候
　
拂
田
柵
阯
号
ニ
ツ
き

御
配
慮
有
リ
難
ク
御
礼
申
上
候
　
御
申
越
の
次
第

そ
れ
で
宜
し
い
こ
と
と
存
じ
候
　
二
百
四
十
部
御
届
け

下
さ
れ
候
は
ゞ
小
生
よ
り
そ
れ
〴
〵
発
送
仕
る
可
ク
候

唯
困
る
は
印
刷
費
に
候
が
會
計
簿
に
は

四
十
円
ば
か
り
よ
り
無
之
、
會
費
の
整
理
は
又
容

易
な
ら
ず
何
ん
と
も
困
り
申
候
致
方
無
之
候
故

来
年
度
の
會
誌
発
行
を
へ
ら
す
よ
り
外
な
か
る

可
ク
候
（
拂
田
号
を
倍
号
と
シ
て
）
尚
寄
稿
者

へ
は
貴
下
よ
り
御
届
け
下
さ
れ
度
　
其
他
に
若
シ
會

と
し
て
寄
贈
を
要
す
る
向
も
有
之
候
は
ゞ
其
人
名

御
知
ら
せ
下
さ
れ
度
願
上
候
　
敬
具

［翻刻］深澤多市払田柵跡関連史料２

（24）
−63−



27　

昭
和
六
年
一
月
二
十
七
日　

藤
原
相
之
助　
　

封
書

厳
寒
の
砌
御
清
穆
賀
し
上
げ
ま
す

秋
田
考
古
會
々
誌
御
恵
贈
に
あ
つ
か
り
難
有
御
礼
申
上
ま
す
．
寂
稿
を
も
御
掲
載
下
さ

れ
ま
し
た
段
是
亦
御
礼
申
上
ま
す
．
仙
北
に
出
羽
の
国
府
が
あ
っ
て
顕
貴
の
文
武
官
が

駐
在
し
繁
華
の
場
所
で
あ
っ
た
と
い
ふ
由
緒
の
あ
る
史
蹟
と
す
る
こ
と
に
、
協
力
す
る

こ
と
が
出
来
ず
、
馬
鹿
正
直
に
自
分
の
信
す
る
事
を
書
い
て
し
ま
っ
た
の
で
今
更
引
込

み
は
つ
き
ま
せ
ん
が
、
し
か
し
国
府
が
第
一
線
が
出
て
る
と
い
ふ
例
は
、
先
づ
何
処
に

も
な
い
や
う
で
す
し
（
奥
州
で
は
国
府
が
信
夫
に
あ
れ
ば
鎮
所
は
名
取
、
国
府
が
名
取

に
進
め
は
鎮
所
は
多
賀
、
国
府
が
多
賀
に
進
め
ば
は
鎮
守
府
は
栗
原
か
ら
膽
澤
ニ
進
み

ま
し
た
）
か
た
〳
〵
国
府
説
に
賛
成
は
出
来
兼
ね
ま
す
．
後
藤
さ
ん
は
「
柵
戸
は
、
城

柵
に
附
属
す
る
一
種
の
殖
民
小
舎
に
過
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
い
ひ
、「
バ
ラ
ッ
ク

式
の
長
屋
の
や
う
な
も
の
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
て
私
の
柵
戸
説
を
否
認
し
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
拂
田
の
柵
が
柵
戸
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
柵
戸
と
い
ふ
も
の
は
、

後
藤
さ
ん
の
解
し
て
い
る
や
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
．
普
通
の
課
戸
は
縦
令
城
柵

の
附
近
に
住
居
し
て
も
、
郡
司
国
司
の
系
統
に
属
す
る
管
轄
取
扱
ひ
の
も
の
で
、
租
調

を
国
衙
に
納
め
庸
徭
を
も
課
さ
れ
る
の
で
す
が
、
さ
な
き
だ
に
課
役
を
免
か
る
ゝ
為
に

逃
亡
す
る
も
の
ゝ
多
い
時
代
に
、
危
険
区
域
に
進
出
し
て
甘
ん
じ
て
課
役
の
民
と
な
る

も
の
が
な
い
の
で
軍
政
下
の
特
別
編
成
戸
口
と
し
て
危
険
防
護
の
設
備
と
課
役
の
減
免

と
を
以
て
以マ
マ

て
百
募
し
た
の
が
柵
戸
で
す
．
租
を
全
く
免
じ
た
の
で
は
な
い
が
、
普
通

の
課
戸
に
比
し
て
甚
だ
軽
い
負
担
で
済
み
、
且
つ
租
・
調
も
郡
司
国
司
系
統
の
歳
入
と

は
な
ら
ず�

又
そ
の
仕
途
も
別
だ
っ
た
や
う
で
あ
り
ま
す
．（
即
ち
戸
口
●
に
よ
る
課
戸

の
管
轄
で
は
な
い
の
で
）
状
況
の
相
違
で
な
く
性
質
の
相
違
で
す
．
然
る
に
之
は�

大

化
の
頃
に
始
め
て
創
設
さ
れ
る
制
度
か
と
い
ふ
に
卑
見
に
よ
れ
ば
、
ズ
ッ
と
上
古
の
氏

族
單
位
の
時
代
ニ
は
普
通
こ
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
ま
す
．
こ
の
事
に
つ
い
て
は

「
ヤ
シ
キ
の
研
究
」
と
し
て
、
別
に
起
稿
し
て
見
た
い
考
へ
で
あ
り
ま
す
．
そ
の
節
は

高
教
を
仰
ぎ
ま
す

兎
に
角
、
柵
戸
を
殖
民
小
屋
だ
の
臨
時
の
バ
ラ
ッ
ク
だ
の
と
軽
く
片
つ
け
て
し
ま
ふ
の

は
、
古
史
研
究
上
遺
憾
ニ
存
じ
ま
す
．
御
序
の
時
、
こ
の
こ
と
貴
誌
の
片
隅
へ
な
り
御

記
載
を
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま
す
．

先
づ
取
あ
へ
ず
御
礼
ま
で
　
拝
具
　
　
一
月
廿
七
日
　
　
　
　
　
藤
原
相
之
助

　
　
　
　
深
澤
學
兄
　
●
●

　
　
本
年
は
寒
氣
厳
敷
　
且
つ
雪
か
多
く
老
生
の
如
き
大
弱
り
で
あ
り
ま
す
．
學
兄

　
に
も
御
自
愛
を
請
ふ
　
尚
小
妻
よ
り
令
閨
様
へ
宜
し
く
と
申
上
け
ま
す
．

28　

昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日　

増
村
卯
助　

葉
書

拂
田
柵
号
難
有
御
礼
申
上
候
　
扨

て
該
柵
木
が
秋
田
杉
な
る
や
　
否
の

点
に
つ
き
て
は
　
二
月
中
　
論
文
完

成
の
由
に
付
　
其
節
御
報
可
申
候

杉
材
の
研
究
に
つ
き
参
考
と
し
て

別
冊
差
上
候
間
　
写
眞
な
ど
御
覧

被
下
度
願
上
候
　
先
ハ
右
迄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
々

29　

昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日　

後
藤
寅
之
助　

葉
書

拝
啓
　
真
澄
第
二
巻
代
金
今
日
振
替
に
て
差
出

し
申
候
　
御
受
取
願
上
申
候
。
　
柵
址
号
三
冊
と
共
振
替

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
紙
下
さ
れ
た
く
願
申
上
候
　

又
秋
田
考
古
會
々
誌
払
田
柵
号
五
冊
正
ニ
受

取
、
御
盡
力
に
よ
り
美
事
に
出
来
、
至
極
満

足
仕
候
。
御
礼
申
上
候
。
三
部ブ

の
代
金
は

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　��

）
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一
両
日
中
、
追
加
御
願
申
上
度
も
同
柵

址
号
参
冊
分
と
取
ま
と
め
て
差
上
可
申
候
間
、
餘

分
有
之
候
は
ゞ
　
至
急
参
冊
だ
け
御
送
り
願
上
申
候

　
　
一
月
廿
八
日

30　

昭
和
六
年
一
月
二
十
八
日　

藤
井
東
一　

葉
書

拝
復

御
送
附
被
下
候
　
柵
址
号
到
着
正

ニ
落
掌
仕
り
候
　
御
厚
志
難
有
奉
存
候

不
取
敢
十
部
丈
け
代
金
引
替
え
ニ
て

御
送
附
被
下
度
候
　
圖
面
ば
か
り
の
残
部

あ
れ
ば
何
ほ
ど
ニ
て
も
御
引
受
申
度
候

雑
誌
で
も
同
好
者
の
視
察
ニ
ハ
可
な
り

出
る
こ
と
ゝ
存
候
間
　
残
部
あ
れ
ば
十
部
ば
か
り

　
　
　
宛
度
々
貰
っ
て
も
よ
ろ
し
き
様
ニ
有
之
候

31　

昭
和
六
年
一
月
三
十
一
日　

武
藤
一
郎　

葉
書

拝
啓
　
考
古
会
誌
一
昨
日

到
着
明
日
そ
れ
〴
〵
発

　
○
内
務
省
警
察
署
へ
の
届
出
は
御
面
倒
で
も
貴
下
に
於
て
な
さ
れ
度

送
の
予
定
に
有
之
候
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
願
上
候

二
月
中
の
は
是
非
と
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
来
は
無
価
で

幹
部
会
開
催
し
て
貰
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
っ
て
居
り
ま
し
た
。

度
く
小
生
は
何
時
に
て
も
宜
し

き
故
　
御
都
合
見
計
ひ
日
取
り

な
し
下
さ
れ
度
願
上
候
　
敬
具

32　

昭
和
六
年
三
月
二
十
五
日　

武
藤
一
郎　
　

封
書

拝
啓
　
御
書
面
拝
讀
仕
り
候

生
祠
の
件
に
就
て
は
調
査
中
に
候
も
一
寸

不
明
の
点
も
有
之
　
未
だ
生
祠
な
り
と
断
言

し
兼
ね
居
る
次
第
に
て
為
め
に
御
返
事
申
し

上
げ
兼
ね
居
り
候
　
小
生
が
生
祠
な
ら
ず
や
と

思
ふ
は
河
辺
郡
豊
島
村
字
グ
ミ
野
に
あ
る

才○

治○

堂○

に
て
（
今
は
村
社
に
合
祠
）
こ
れ
は
天
明
中

村
高
減
額
（
才
治
ハ
検
地
役
と
し
て
七
百
石
ノ
高
ヲ
五
百
石

ニ
減
額
セ
リ
）
の
恩
人
と
し
て
村
民
よ
り
祭
ら

れ
し
も
の
に
て
神
体
な
る
石
　
今
存
す
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
石
に
通
毘
と
刻
し
あ
り
）

此
才
治
と
言
ふ
人
は
小
野
崎
才
治
通
毘

と
稱
す
る
秋マ
マ

藩
士
な
る
も
其
死
亡
年
月

今
の
處
不
明
故
そ
れ
が
わ
か
ら
ぬ
中
は

生
祠
と
断
じ
兼
ぬ
る
次
第
に
有
之
候

然
し
知
人
に
も
依
頼
し
究
明
中
に
候
故

近
く
判
明
す
る
こ
と
と
存
じ
候

拂
田
号
印
刷
費
の
件
―
―
此
間
片
岡
氏

よ
り
来
簡
あ
り
會
長
印
を
小
生
よ
り

仝
氏
に
届
け
候
故
支
拂
の
為
め
に
非
す
や

と
存
じ
候
が
何
れ
小
生
よ
り
聞
い
て
見
可

申
候
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考
古
會
発
展
の
為
め
雑
誌
の
急
造

至
極
結
好
の
こ
と
に
候
　
唯
　
懸
念
さ
る
ゝ
は

拂
田
号
の
不
足
が
可
な
り
あ
る
に
近
く
又
秋
田
城

号
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ず
果
し
て
　
〇
が
支
拂
ひ

得
る
や
を
不
安
に
存
ず
る
次
第
に
有
之
候

尤
も
會
員
が
會
費
を
（
未
納
者
）
出
し
て
く
れ

る
と
屁
で
も
な
い
こ
と
な
れ
ど
―
―

然
し
御
考
へ
で
何
に
大
丈
夫
だ
と
せ
ば
発
行

大
賛
成
に
候
　
本
荘
と
大
館
と
の
総
會

の
記
事
は
前
會
長
が
書
く
予
定
な
り
し

タ
メ
小
生
に
何
等
材
断
無
之
候
　
若
し

実
行
す
る
と
せ
は
責
任
な
さ
ず
に
他
に

何
か
書
き
可
申
候

ソ
レ
カ
ラ
貴
下
幹
事
御
辞
退
の
件
は

本
會
の
将
来
に
重
大
な
関
係
あ
る
こ
と

な
れ
ば
先
づ
暫
く
御
見
合
せ
下
さ
れ
度
く

何
れ
其
内
御
逢
ひ
の
節
ゆ
っ
く
り
御
話

申
度
候
　
　
三
月
二
十
五
日
　
　
　
　
　
　
　
武
藤
生

深
澤
様
　
玉
机
下

33　

昭
和
六
年
五
月
二
十
一
日　

　
　
片
岡
謹
也
手
紙
・
秋
田
考
古
会
総
会
名
簿
・
払
田
柵
跡
号
原
稿
募
集　

等
綴
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
他
に
新
聞
切
り
抜
き
、
計
算
書
手
書
き
メ
モ
二
通
あ
り

・
秋
田
考
古
会
総
会
出
席
会
員
名
簿
（
謄
写
版
印
刷
・
書
き
込
み
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
原
本
　
　
要
用
　
　
※
赤
文
字
で
手
書
き
加
筆
　

　
　
　
　
　
　
　
秋
田
考
古
総
會
出
席
會
員
名
簿��

※
太
字
は
鉛
筆
手
書
き
、
点
は
墨
で
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
年
七
月
十
三
日
於
拂
田
柵
阯
開
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
縣
師
範
学
校
　
　
　
鈴
木
竹
蔵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
女
子
技
藝
学
校
　
　
千
葉
源
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
市
鷹
匠
町
　
　
　
　
大
井
五
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
中
学
校
　
　
　
　
　
戸
澤
佐
明
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
市
廣
小
路
　
　
　
　
増
村
卯
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
市
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
新
聞
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
秋
田
縣
立
図
書
館
　
　
　
鯨
岡
逸
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
雄
勝
郡
新
成
村
　
　
　
　
齋
藤
祐
蔵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
元
西
馬
内
村
　
　
伊
藤
政
治
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
西
成
瀬
村
　
　
　
高
橋
友
鳳
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
レ
平
鹿
郡
横
手
町
　
　
　
　
石
川
教
敏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
清

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
大
山
順
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
沼
田
平
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
細
谷
則
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
深
澤
多
市

　
　
　
　
入
小
沢
秀
晴
　
　
　
　
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
添
田
忠
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
浅
舞
町
　
　
　
　
佐
々
木
雷
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
吉
田
儀
左
ヱ
門
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
沼
館
町
　
　
　
　
佐
々
木
朝
四
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同マ
マ

　
舘
合
村
　
　
土
田
幸
太
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
北
郡
金
澤
町
　
　
　
　
戎
谷
亀
吉
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
伊
藤
直
秋
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
三
浦
憲
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
一
円
　
入
レ
同
　
　
六
郷
町
　
　
　
　
後
藤
寅
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
高
橋
哲
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
飯
詰
村
　
　
　
　
江
畑
新
之
助
・
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一
円
　
入
同
　
　
大
曲
町
　
　
　
　
田
口
謙
蔵
・

二
ヶ
年
分
入
二
円
　
　
　
　
　　

同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
武
田
隆
太
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
南
楢
岡
村
　
　
　
相
馬
市
蔵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
渡
部
郁
太
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
北
楢
岡
村
　
　
　
岡
　
　
貞
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
生
保
内
村
　
　
　
田
口
耕
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
強
首
村
　
　
　
　
京
極
重
美
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
円
入
同
　
　
長
野
町
　
　
　
　
鈴
木
竹
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
豊
川
村
　
　
　
　
高
橋
亀
太
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
河
辺
郡
豊
岩
村
　
　
　
　
武
藤
一
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
船
岡
村
　
　
　
　
佐
藤
金
治
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
同
　
　
　
　
　
　
木
村
非
弗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
利
郡
石
沢
村
　
　
　
　
猪
股
徳
圓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
金
浦
町
　
　
　
　
小
林
善
七
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
上
郷
村
　
　
　
　
遠
藤
貞
三
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
下
浜
村
　
　
　
　
星
野
為
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
南
秋
田
郡
金
足
村
　
　
　
奈
良
環
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
豊
川
村
　
　
　
　
鈴
木
確
之
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
同
　
　
脇
本
村
　
　
　
　
天
野
源
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仙
北
郡
荒
川
村
境
　
　
　
物
部
長
照

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
平
鹿
郡
増
田
高
等
女
学
校
石
井
周
蔵
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
脇
元
村　
　

 
 
 
 　

　
　

下
間
鉄
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
仙
北
郡
神
代
村
　
　
　
　
三
浦
定
五
郎
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
中
学
校
　
　
　
　
　
大
山
　
宏
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
円
仙
北
郡
六
郷
町
　
　
　
　
栗
林
治
郎
作
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
円
西
明
寺　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
宗
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
円
仝　

上　
　
　
　
　
　
　

大
藤
善
穂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
五
十
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
秋　

師　
　
　
　

中
川
秀
松
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
中
川
村　
　
　
　

小
玉
久
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
高
梨
村　
　
　
　

高
橋
治
助
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
飯
詰
村　
　
　
　

村
田
恭
助

　
　
五
十
一
円

　
　

　

・
新
聞
記
事
　
　
※
秋
田
考
古
会
総
会
の
新
聞
記
事
切
り
抜
き

二
円
未
納

一
円

（
　
　
）
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・
秋
田
考
古
会
々
誌
払
田
柵
跡
号
原
稿
募
集　

及
び　

会
長
就
任
承
諾
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
謄
写
版
印
刷
）

　拝
啓
益
々
御
清
栄
奉
慶
賀
候
陳
ハ
去
ル
七
月
拂
田
柵
阯

ニ
於
テ
本
會
総
會
相
開
候
節
決
議
ヲ
得
タ
ル
本
會
々
誌

拂
田
柵
址
号
編
輯
發
行
ノ
件
左
記
ニ
依
リ
原
稿
募
集

致
度
候
間
貴
下
ハ
勿
論
御
知
友
等
ヘ
御
吹
聴
玉
稿
下
名

マ
テ
御
投
寄
願
度
候

　
　
　
　
　
　
記

　
　
一
、
拂
田
柵
阯
ニ
関
ス
ル
史
学
上
并
ニ
考
古
学
上
ノ
論
説
、
研

　
　
　
　
究
並
ニ
御
感
想
等

　
　
一
、
本
會
當
然
ノ
使
命
ニ
依
リ
國
史
上
ニ
関
ス
ル
論
断
、
研

　
　
　
　
究
等
ハ
勿
論
ナ
ル
モ
遺
物
ニ
對
ス
ル
考
古
学
的
研
究
等

　
　
　
　
最
モ
希
望
ス
ル
所
ニ
候

　
　
一
、
右
原
稿
ハ
本
月
末
日
マ
テ
下
名
ヘ
御
恵
送
願
度
但
御

　
　
　
　
都
合
ニ
ヨ
リ
延
期
ノ
方
ハ
御
通
報
願
タ
シ

　
　
一
、
新
聞
雑
誌
若
ハ
ラ
ヂ
オ
放
送
等
ノ
モ
ノマ
マ

カ
ラ
モ
御
発
表
済

　
　
　
　
ノ
モ
ノ
ニ
テ
モ
勿
論
歡
迎
ス
ル
処
ニ
候

右　
　
昭
和
五
年
九
月
七
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
田
縣
横
手
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
秋
田
考
古
會
幹
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
多
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敬
白

・
手
書
き
メ
モ
１

　
　
　
　
　
計
算
書

　
一
金
　
七
六
，
三
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
立
替
分

　
別
紙
●
●
「
一
一
三
，
三
六
〇
」　
受
入
難
き
処
之
會
費

　
受
入
分
　「
三
七
，
〇
五
〇
」
ヲ
差
引
　
不
足
分

　
　
右
乞
御
拂
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤

　
　
　
　
　
會
長
殿

・
手
書
き
メ
モ
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
計
算
書
の
部
分
は
赤
で
斜
線
が
引
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
算
書
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
〇
，
八
六
〇
　
　
　
　
　
柵
址
号
四
百
部
印
刷
所
払
額

�������

　
　
　
　
　
　
　
内
　
　
マ
マ
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
，
〇
〇
〇
　
　
　
　
　
　
師
範
及
深
澤
引
受
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

五
二
，
〇
〇
〇
ノ
内
　
　
※
１
赤
で
加
筆

差
引
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

五
，
九
五
〇
　
　
會
報
●
通
信
●

七
六
，
三
一
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

一
，
〇
〇
〇��

　
事
務
●
●

　
　
　
要
求
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

八
，
〇
〇
〇��

　
自
動
車
●
●
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

残

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
１

三
七
，
〇
五
〇
　
　
深
澤
受
入

　・
片
岡
謹
也　

手
紙

拝
啓
　
過
日
は
種
々
御
配
慮
に
預
り
恐
縮
に
存
し
奉
り
候
さ
て
春
季
総
會
は
其
節

満
場
一
致
推
薦
セ
ラ
レ
タ
ル

和
田
喜
八
郎
先
生
ハ
本

會
々
長
タ
ル
コ
ト
御
承
諾
ニ

ナ
リ
マ
シ
タ
、
此
ノ
旨
謹
告
ス
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お
話
あ
り
し
如
く
本
月
三
十
一
日
開
催
の
こ
と
に
決
定
相
成
就
て
は
報
告
す
べ
き
前
年

度
収
支
計
算
書
作
成
の
必
要
に
つ
き
武
藤
さ
ん
に
伺
候
処
会
誌
四
百
部
代
百
八
拾
円
八

拾
六
銭
貴
下
御
立
替
の
内
御
引
受
分
百
部
師
範
の
五
十
部
計
百
五
十
部
こ
の
代
七
拾
五

円
※

を
差
引
残
貳
百
五
拾
部
百
五
円
八
拾
六
銭
は
会
よ
り
仕
払
ふ
べ
き
金
額
な
り
と
の

お
話
な
る
が
相
違
無
之
候
や

次
に
昨
年
拂
田
柵
所
在
地
に
於
て
総
會
開
催
の
際
會
費
に
納
入
な
り
た
る
も
の
若
干
有

之
候
趣
な
れ
ど
帳
簿
に
記
載
無
之
候
に
付
乍
御
手
数
其
金
額
氏
名
各
別
々
に
（
新
入
會

者
あ
ら
ば
氏
名
の
上
に
そ
の
旨
を
）
併
せ
て
御
回
報
に
預
り
度
願
上
候
　
先
は
取
急
ぎ

候
ま
ま
要
件
の
み
申
上
候
　
　
草
々

　
　
五
月
廿
一
日�

夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡
謹
也

　
　
深
澤
様

和
田
會
長
の
書
面
昨
二
十
日
到
達
し
た
る
趣
に
て
本
日
午
後
三
時
半
よ
り
会
合
仕
り
候

　
　
　
※
の
上
欄
外
に
、
片
岡
と
は
別
の
筆
跡
で
後
述
の
赤
文
字
の
メ
モ
記
載
。

※
相
違
ナ
シ
　
但
私
手
元
ヨ
リ
別
ニ
　
十
五
部
師
範
ニ
渡
し
て
居
り
ま
す

此
の
分
入
會
者
な
れ
ハ
同
師
範
よ
り
會
に
て
受
入
れ
た
。

尚
　
師
範
の
鈴
木
先
生
并
并
八
郎
君
此
分
「
七
円
五
十
銭
」
ハ
私
ノ
手
元
ニ
入
る
べ
き

分
部
部
「
一
一
三
、三
六
〇
」
ハ
私
ノ
方
ヘ
入
ル
ヘ
ベ
キ
伝
規カ��

34　

年
月
日
不
明　
　

昭
和
五
年
度　

秋
田
考
古
会
収
支
決
算
書
（
謄
写
版
印
刷
）

　會
当
日
配
布
セ
ル
モ
ノ���

※
手
書
き
で
上
記
の
メ
モ
記
載
。
昭
和
六
年
の
考
古
会
総
会
も
の
か

35　

昭
和
六
年
十
一
月
三
十
日　

秋
田
考
古
会　

封
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
※
赤
で
✓
の
チ
ェ
ッ
ク
入
り

一
金
壱
円
　
昭
和
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
遠
藤
信
吉
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
三
、
四
年
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
鈴
木
竹
蔵
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
鍋
倉
金
五
郎
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
高
橋
幸
一
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
田
村
龍
二
殿

一
金
参
円
　
仝
　
四
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
和
田
喜
八
郎
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
戎
谷
亀
吉
殿

一
金
参
円
　
仝
　
四
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
岡
　
貞
一
殿

一
金
参
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
大
橋
良
一
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
四
、
五
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
川
邊
良
蔵
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
後
藤
寅
之
助
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
高
橋
熊
五
郎
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
西
宮
正
男
殿

　
　
　
昭
和
五
年
度
　
秋
田
考
古
会
費
収
支
決
算
書

収
　
入
　
ノ
　
部

支
　
出
　
ノ
　
部

名
　
目

金
　
額

名
　
目

金
　
額

前
年
度
越
高

四
一

五
五
会
誌
第
二
巻
第
三
号
二
百
部
印
刷
代

三
五

〇
〇

会
費

五
八

〇
〇
同
　
第
二
巻
第
四
号
二
百
五
十
部
印
刷
代

一
〇
五

八
六

会
誌
第
二
巻
第
四
号
償
却
代

一

〇
二
会
誌
発
送
用
紙
代

七
六
〇

貯
金
利
子

八
四
通
信
費

一
二

二
九

差
引
不
足
額

六
八

四
五
昭
和
五
年
七
月
十
三
日
開
催
春
期
例
会
諸
費

一
四

九
五

合
計

一
六
九

八
六
合
計

一
六
九

八
六
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一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
石
川
文
彦
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
上
法
香
苗
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
山
村
庫
之
助
殿

一
金
参
円
　
昭
和
五
、
六
、
七
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
盛
岡
銀
行
図
書
室
殿

一
金
参
円
　
仝
　
四
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
島
田
高
敏
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
津
田
栄
徹
殿

一
金
参
円
　
仝
　
三
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
松
戸
久
治
殿

一
金
六
円
　
仝
　
元
至
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
栃
内
礼
治
殿

一
金
参
円
　
仝
　
四
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
瀧
澤
七
郎
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
五
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
安
藤
雷
三
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
大
井
國
治
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
佐
藤
清
七
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
三
浦
畑
四
郞
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
小
林
善
七
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
天
野
源
一
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
下
間
鐵
之
助
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
中
川
秀
松
殿

一
金
参
円
　
仝
　
二
、
三
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
深
澤
多
市
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
四
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
廣
田
萬
治
殿

一
金
六
円
　
仝
　
元
至
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
瀬
谷
道
文
殿

一
金
貳
円
　
仝
　
四
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
増
村
卯
助
殿

一
金
六
円
　
大
正
一
四
及
昭
和
元
二
、
三
、
四
、
六
年
度
分
✓
田
口
謙
蔵
殿

一
金
貳
円
　
昭
和
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
加
藤
康
吉
殿

一
金
貳
円
　
昭
和
四
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
川
角
寅
吉
殿

一
金
参
円
　
仝
　
四
、
五
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
佐
藤
弘
平
殿

一
金
参
円
　
仝
　
三
、
四
、
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
館
岡
祐
太
朗
殿

一
金
壱
円
　
仝
　
六
年
度
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
✓
田
口
耕
之
助
殿

右
ハ
昭
和
六
年
四
月
以
降
、
十
一
月
十
九
日
マ
デ
受
取
リ
タ
ル
會
費
ニ
有
之
候

御
承
知
下
サ
レ
度
候
　
以
上

　
　
十
一
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
岡

　
　
　
　
深
澤
様
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